
ミライの農業をつくるオンライン講座 授業活用プラン
「有機農業」編 50分ver

【授業の目的】
➢ 有機農業の有意性や、環境保全につながる有機農業の手法、取り組みを理解する。
➢ 持続可能な農業経営に役立つ工夫や取り組みを理解する。

【授業のゴール】
➢ 化学農薬や化学肥料を使用しない代わりにどのような工程が必要になるのかを理解している状態。
➢ 有機農業がどのように環境保全に良い影響を与えるのかを理解している状態。

活動
（時間）

教員の指導 学生/生徒の活動 使用するもの

【はじめに】
3分

学生/生徒の授業準備ができているかを
確認する。
今日の授業の目的とゴールを説明する。

ワークシート・アンケー
トが手元にあることを
確認する。

【講座視聴】
3分

プロローグ：環境調和と経営の両立を実現！
ミライの農業を学ぶオンライン講座
（動画視聴：0:00～2:40）

講座を視聴する。 YouTube動画

【講座視聴】
11分

有機農業①
有機農業で千年産業を目指す金沢大地
（動画視聴：0:00～11:05）

講座を視聴する。 YouTube動画

【おさらい】
3分

動画のポイントを簡単に振り返る。

・これから求められる農業とは
生産性の高い農業、環境に配慮された農業。
また、食料の安定共有をするために、農家
そのものが持続可能な経営を行う必要がある。
・有機農業とは
化学肥料や化学農薬を使用しない農業。
有機肥料や堆肥を使用したり、自然の原理を
活かした農業。

【講座視聴】
7分

有機農業②
環境と調和する有機農業
（動画視聴：3:30～10:23)
環境調和型の農業を行うための連携として
どんなことができるのかを学ぶために動画を
視聴。

講座を視聴する。 YouTube動画

【授業前に準備しておくこと】
➢ 動画視聴の確認（先生向け手引きを参照）

準備資料一覧■準備資料一覧
【教員】

【学生/生徒】

授業活用プラン
（本紙）

先生向け
手引き

ワークシート（A3 片面印刷推奨）
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活動
（時間）

教員の指導 学生/生徒の活動 使用するもの

【おさらい】
3分

動画のポイントを簡単に振り返る。

・除草対策
農薬を使わずに雑草対策をする方法として、
除草ロボットや合鴨・合鴨ロボット、ブロックロー
テーションが挙げられる。
ブロックローテーションは一定期間で畑と田んぼを入
れ替える手法。環境の変化によって雑草が減るメリッ
トがある。
・害虫対策
畑には益虫と害虫が両方いるため、益虫が生きられる
環境を整えたり、自然の摂理を利用することもある。

【講座視聴】
3分

有機農業③
環境との調和を実現する土壌
（動画視聴：4:23～7:03 )

なぜ環境との調和が大事なのか？地域資源が農業にど
う役立つのかという点に意識して視聴するよう伝える。

講座を視聴する。 YouTube動画

【グループワーク】

5分

ワークシート右ページのＱ２
「自分の住んでいる地域で有機肥料として活用できそ
うな資源を、植物性と動物性のものそれぞれ挙げてみ
ましょう。」に取り組むよう伝える。

ワークシートに
取り組む。

ワークシート

【グループワーク】

3分
有機農業について印象的だったトピックを
4人程度のグループに分かれて共有するよう促す。

印象的だったこと
をグループ内で共
有しあう。

【グループ発表】

3分
グループから代表者を指名し、グループでどのような
話が出たか発表してもらう。

グループ代表者が
発表する。

【まとめ】
3分

本日のまとめを伝える。

• 有機農業は、化学農薬・化学肥料を使わない農業

• 地域の資源や自然の摂理を活かして、環境的・経済
的に持続性のある農業を実践できる

• 作物に合わせて、土壌機能を意識した土づくりが
必要

【アンケート】
2分

アンケートを記入するよう伝える。
アンケートを
記入する。

アンケート
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